帝国ホテルという意匠- 芥川龍之介「歯車」について by 平野 晶子 et al.
帝
国
ホ
テ
ル
と
い
う
意
匠
平
野
晶
子
一
、
は
じ
め
に
芥
川
龍
之
介
の
最
晩
年
の
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
歯
車
」
（
注
１
）
は
、
ま
ず
遺
稿
と
い
う
性
質
か
ら
、
発
表
直
後
よ
り
多
く
の
言
及
が
な
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
お
お
む
ね
高
評
価
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
広
津
和
郎
は
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
『
歯
車
』
は
立
派
な
創
作
で
あ
る
し
、
芥
川
君
の
全
作
中
で
も
逸
品
だ
と
考
へ
る
。
／
生
理
的
に
だ
ん
だ
ん
衰
滅
に
近
づ
い
て
行
き
つ
つ
あ
つ
た
こ
の
作
者
の
心
持
が
、
こ
の
作
に
は
迫
る
力
を
も
つ
て
こ 、
く 、
め 、
い 、
に
描
い
て
あ
る
。
眼
に
触
れ
る
あ
ら
ゆ
る
事
、
何
で
も
な
い
事
、
些
末
な
事
、
そ
れ
の
悉
く
が
こ
の
作
者
に
生
存
の
不
安
を
与
へ
て
ゐ
た
。
レ
ー
ン
コ
オ
ト
、
鼠
一
匹
、
エ
ヤ
ー
シ
ッ
プ
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
廊
下
等
々
…
…
無
論
こ
れ
等
は
病
的
な
錯
覚
に
は
違
ひ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
何
ん
か
の
手
に
よ
つ
て
、
こ
の
や
う
に
地
獄
の
物
象
の
や
う
な
相
貌
を
附
与
さ
れ
な
が
ら
、
銀
座
通
が
、
カ
ツ
フ
エ
エ
が
、
ホ
テ
ル
の
廊
下
が
、
薄
気
味
悪
く
描
か
れ
た
事
が
嘗
て
あ
る
だ
ら
う
か
。
（
「
文
芸
雑
感
『
歯
車
そ
の
他
』」「
文
芸
春
秋
」
一
九
二
七
一
二
）
（
注
２
）
私
小
説
的
な
要
素
が
散
り
ば
め
ら
れ
な
が
ら
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
読
み
切
る
こ
と
を
拒
む
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
も
、
同
時
に
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
和
田
繁
二
郎
氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
小
説
と
し
て
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
は
な
く
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
転
移
の
み
が
あ
り
、
そ
の
場
面
場
面
に
、
怪
奇
と
そ
れ
に
伴
う
不
安
や
焦
躁
や
恐
怖
が
点
綴
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
き
な
額
縁
の
な
か
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
を
見
る
こ
と
を
想
像
す
れ
ば
よ
い
。
ま
た
そ
れ
は
地
獄
変
相
図
と
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
／
「
歯
車
」
は
、
当
時
に
お
け
る
芥
川
の
神
経
的
世
界
の
大
集
成
図
絵
で
あ
っ
た
。
多
分
に
意
識
的
に
構
成
さ
れ
、
計
算
さ
れ
た
構
図
と
配
色
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
決
し
て
素
朴
な
日
常
の
描
写
記
録
で
は
な
い
。
（「
芥
川
龍
之
介
歯
車
狂
気
の
ロ
マ
ン
」「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
一
九
七
〇

八
）
「
生
存
の
不
安
を
与
へ
」
（
広
津
）
る
も
の
が
「
意
識
的
に
構
成
」
（
和
田
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
作
中
の
諸
要
素
そ
の
も
の
を
有
機
的
に
際
立
た
せ
、
新
た
な
読
解
の
可
能
性
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
自
裁
直
前
と
い
う
芥
川
の
状
況
を
前
提
と
す
る
作
家
論
的
な
読
み
取
り
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
れ
ん
ば
か
り
に
盛
り
込
ま
れ
た
作
中
の
要
（11）
学
苑
近
代
文
化
研
究
所
紀
要
第
八
七
五
号
（
一
一
）～（
一
九
）（
二
〇
一
三
九
）

芥
川
龍
之
介
「
歯
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に
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て
T
h
e
R
ela
tio
n
b
etw
een
th
e
D
esig
n
o
f
th
e
Im
p
eria
l
H
o
tel（
1923）
a
n
d
H
a
g
u
ru
m
a
（
・S
p
in
n
in
g
G
ea
rs・）
b
y
R
y
u
n
o
su
k
e
A
k
u
ta
g
a
w
a
A
k
ik
o
H
ira
n
o
素
、
た
と
え
ば
聖
書
や
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
西
洋
文
学
の
名
作
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
地
獄
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
舞
台
と
し
て
の
モ
ダ
ン
都
市
東
京
の
文
化
的
な
事
象
の
活
写
が
、
神
話
的
分
析
や
都
市
論
モ
ダ
ニ
ズ
ム
論
、
作
品
史
や
時
間
論
、
ま
た
病
蹟
学
の
視
点
か
ら
の
解
読
な
ど
、
多
彩
な
試
み
を
論
者
に
許
し
て
き
た
と
い
え
る
（
注
３
）。
こ
う
し
た
試
み
は
「
こ
の
小
説
を
一
度
も
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
者
と
い
う
虚
構
の
存
在
を
想
定
し
、
そ
の
読
者
が
、
作
者
に
つ
い
て
何
の
知
識
も
持
っ
て
い
な
い
場
合
に
始
め
て
可
能
な
も
の
と
な
る
分
析
（
注
４
）」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
僕
」
に
重
な
る
芥
川
で
は
な
く
、
作
者
と
し
て
の
芥
川
の
「
物
語
の
構
築
へ
の
意
志
（
注
４
）」
を
見
つ
け
る
作
業
で
も
あ
る
。
こ
の
延
長
上
に
立
ち
、
筆
者
は
作
中
の
各
要
素
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
、
「
歯
車
」
先
行
研
究
の
う
ち
、
と
く
に
モ
ダ
ン
都
市
と
し
て
の
東
京
に
着
目
し
て
な
さ
れ
た
諸
論
を
ふ
ま
え
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
竣
工
の
帝
国
ホ
テ
ル
旧
館
（
通
称
ラ
イ
ト
館
）
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
中
の
「
或
ホ
テ
ル
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
引
用
文
で
広
津
和
郎
は
、
作
品
全
文
発
表
の
二
か
月
後
と
い
う
早
い
時
点
で
、
「
或
ホ
テ
ル
」
の
モ
デ
ル
が
帝
国
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
作
中
に
は
ホ
テ
ル
の
固
有
名
詞
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
「
僕
」
は
作
中
で
、
こ
の
「
或
ホ
テ
ル
」
に
宿
を
と
り
、
何
度
も
外
出
し
て
は
ま
た
戻
っ
て
く
る
と
い
う
動
線
を
描
き
続
け
る
が
、
も
し
そ
こ
が
帝
国
ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
当
然
触
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
フ
ラ
ン
ク
ロ
イ
ド
ラ
イ
ト
の
設
計
に
よ
る
独
特
な
空
間
構
成
と
装
飾
を
持
っ
た
意
匠
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
注
５
）。
前
田
愛
氏
は
こ
こ
に
「
二
〇
年
代
の
東
京
の
現
実
に
た
い
す
る
頑
な
な
拒
否
の
姿
勢
（
注
６
）」
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
神
田
由
美
子
氏
は
「
「
歯
車
」
の
舞
台
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
、
デ
パ
ー
ト
や
女
給
の
い
る
カ
フ
ェ
か
ら
成
る
新
時
代
の
銀
座
で
は
な
い
」
「
故
意
に
現
実
の
大
衆
的
、
地
方
的
、
先
端
的
な
銀
座
風
景
を
避
け
、
旧
時
代
の
知
識
人
で
あ
る
僕
の
心
象
風
景
と
し
て
の
銀
座
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
注
７
）」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
入
っ
て
か
ら
の
芥
川
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
ホ
テ
ル
を
利
用
し
、
こ
こ
で
知
人
と
会
い
、
仕
事
場
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
（
注
８
）、
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
広
津
は
何
の
注
釈
も
な
く
こ
の
「
或
ホ
テ
ル
」
を
帝
国
ホ
テ
ル
と
認
識
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
帝
国
ホ
テ
ル
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
横
浜
に
多
く
存
在
し
た
外
国
人
向
け
ホ
テ
ル
が
全
滅
し
た
な
か
、
落
成
オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
ラ
イ
ト
館
が
軽
微
な
損
傷
で
済
ん
だ
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
「
歯
車
」
の
発
表
時
に
は
東
京
の
ホ
テ
ル
の
な
か
で
も
「
帝
国
ホ
テ
ル
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
外
知
名
の
人
士
が
常
に
滞
在
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
観
念
か
ら
生
じ
た
こ
の
有
名
さ
は
、
高
踏
的
な
特
殊
ホ
テ
ル
の
感
を
与
へ
、
一
般
日
本
人
旅
客
に
近
づ
き
難
い
や
う
な
弱
気
を
起
さ
せ
る
（
注
９
）」
と
評
さ
れ
る
特
別
の
位
置
に
あ
っ
た
。
「
僕
」
を
芥
川
に
重
ね
て
読
む
一
般
読
者
の
多
く
が
「
或
ホ
テ
ル
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
最
も
想
起
し
や
す
い
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
「
歯
車
」
が
純
然
た
る
私
小
説
で
な
い
以
上
、「
僕
」
は
必
ず
し
も
芥
川
自
身
と
し
て
読
ま
れ
る
必
要
は
な
く
、
「
或
ホ
テ
ル
」
も
帝
国
ホ
テ
ル
と
断
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
作
者
の
同
時
代
の
現
実
に
対
す
る
拒否
の
姿
勢
の
一
方
で
、
当
時
の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
あ
の
帝
国
ホ
テ
ル
（
ラ
イ
ト
館
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
「
歯
車
」
を
読
む
同
時
代
の
読
者
に
一
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
、
作
者
が
無
防
備
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
二
、
帝
国
ホ
テ
ル
旧
館
（
通
称
ラ
イ
ト
館
）
に
つ
い
て
帝
国
ホ
テ
ル
は
、
鹿
鳴
館
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
た
ホ
テ
ル
と
し
て
、
隣
接
す
る

町
内
山
下
町
一
丁
目
一
番
地
（
現
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
）
に
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
（12）
年
一
一
月
に
開
業
し
た
（
注
）。
同
年
竣
工
の
渡
辺
譲
設
計
に
よ
る
初
代
の
建
物
（
本
館
木
骨
瓦
造
、
三
階
建
、
客
室
数
約
60）
の
老
朽
化
に
伴
い
、
既
に
明
治
末
年
の
頃
よ
り
新
館
の
建
築
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
支
配
人
林
愛
作
は
、
本
館
の
西
側
隣
接
地
で
あ
る
公
地
の
使
用
許
可
を
得
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
三
月
、
米
国
の
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
ロ
イ
ド
ラ
イ
ト
（
一
八
六
七
一
九
五
九
）
と
覚
書
を
交
わ
し
、
新
館
の
設
計
を
依
頼
す
る
。
ラ
イ
ト
は
そ
れ
ま
で
に
、
建
物
の
高
さ
を
抑
え
水
平
線
を
強
調
し
た
プ
レ
ー
リ
ー
ス
タ
イ
ル
（
草
原
様
式
）
と
呼
ば
れ
る
住
宅
作
品
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
恋
愛
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
き
っ
か
け
に
不
遇
に
あ
り
、
日
本
で
の
仕
事
を
起
死
回
生
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
い
た
。
用
地
買
収
に
手
間
取
り
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
九
月
に
着
工
、
そ
の
後
も
物
価
高
騰
に
よ
る
建
築
費
の
高
額
化
、
地
盤
の
問
題
や
ラ
イ
ト
自
身
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
に
よ
る
工
事
の
遅
れ
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
超
過
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
同
一
二
（
一
九
二
三
）
年
八
月
に
完
成
し
た
の
が
、
ラ
イ
ト
館
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
建
物
で
あ
る
。
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
帝
国
ホ
テ
ル
は
既
存
の
別
館
と
本
館
を
相
次
い
で
火
災
で
失
い
、
ま
た
設
計
図
を
完
成
さ
せ
た
ラ
イ
ト
は
前
年
七
月
す
で
に
帰
国
し
て
い
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
（
一
部
準
地
階
あ
り
）
地
上
三
階
（
一
部
四
階
お
よ
び
六
階
）
総
客
室
数
二
七
〇
を
数
え
る
ラ
イ
ト
館
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
最
新
の
電
気
設
備
を
備
え
た
、
日
本
に
お
け
る
近
代
都
市
ホ
テ
ル
の
嚆
矢
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
論
考
で
注
目
し
た
い
の
は
、
ラ
イ
ト
独
特
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
デ
ザ
イ
ン
感
覚
に
よ
っ
て
こ
の
建
物
に
も
た
ら
さ
れ
た
特
徴
で
あ
る
（
注
）。
三
、
ラ
イ
ト
館
と
い
う
意
匠
第
一
の
特
徴
は
、
庭
を
中
心
的
に
配
し
た
低
層
の
造
形
で
あ
る
。
（
図
1、
2参
照
）
フ
ラ
ッ
ト
な
住
宅
を
設
計
し
続
け
て
き
た
ラ
イ
ト
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
（
ラ
イ
ト
館
）
を
Ｅ
字
型
の
地
上
4階
地
下
1階
の
造
形
に
仕
上
げ
た
。
中
央
に
、
池
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
大
食
堂
、
演
芸
場
、
大
宴
会
場
を
直
線
状
に
配
し
、
こ
れ
ら
と
平
行
す
る
形
で
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
客
室
を
南
北
両
側
に
配
し
た
（
注
）。
一
八
九
三
年
、
シ
カ
ゴ
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
館
「
鳳
凰
殿
」
を
目
に
し
た
ラ
イ
ト
は
「
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
に
ま
っ
た
く
新
し
い
住
宅
の
可
能
性
を
見 （注
）
」
、
こ
の
「
鳳
凰
殿
」
が
初
期
プ
レ
ー
リ
ー
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
ラ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ヴ
ィ
ン
ニ
ュ
ー
ト
は
「
そ
の
古
典
的
な
平
面
形
と
住
宅
的
室
内
の
組
み
合
わ
せ
が
明
ら
か
に
帝
国
ホ
テ
ル
の
設
計
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
（
注
）」
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
建
築
に
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
米
国
建
築
様
式
が
、
本
家
に
里
帰
り
す
る
よ
う
な
形
で
生
ま
れ
た
の
が
ラ
イ
ト
館
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
低
層
で
多
く
の
寄
棟
屋
根
を
持
つ
こ
の
建
物
は
、
日
比
谷
公
園
と
い
う
緑
地
庭
園
に
面
し
、
自
ら
の
内
に
も
い
く
つ
も
の
庭
を
内
包
し
て
い
る
が
、
こ
の
庭
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ト
自
身
の
こ
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。
（
図
3参
照
）
帝
国
ホ
テ
ル
は
多
く
の
庭
か
ら
な
る
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。
周
囲
よ
り
一
段
低
く
つ
く
ら
れ
た
幾
何
学
的
洋
風
庭
園
も
、
張
り
出
し
た
テ
ラ
ス
の
庭
も
、
バ
ル
コ
ニ
ー
も
そ
う
で
あ
る
。
回
廊
も
ま
た
庭
で
あ
り
、
屋
根
も
庭
な
の
だ
。
こ
う
し
て
全
体
の
配
置
の
中
で
多
く
の
庭
が
相
互
に
浸
透
し
あ
う
よ
う
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
は
庭
園
の
国
（
G
a
rd
en
la
n
d
）
な
の
で
あ
る
（
注
	）。
宿
泊
客
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
こ
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
ラ
イ
ト
が
目
論
ん
だ
の
は
、
「
ま
っ
た
く
日
本
的
な
も
の
で
も
、
西
洋
的
な
も
の
で
も
な
（13）
く
、
む
し
ろ
全
世
界
を
内
在
す
る
も
の
、
地
元
の
人
間
と
外
国
人
が
同
じ
条
件
で
会
合
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
場
所
（
注
）」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
、
こ
の
建
物
の
姿
を
、
大
正
末
期
、
と
り
わ
け
関
東
大
震
災
後
に
多
く
現
れ
た
モ
ダ
ン
な
建
築
物
群
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
と
し
て
結
実
さ
せ
た
。
第
二
の
特
徴
は
、
誰
が
見
て
も
一
目
で
わ
か
る
ラ
イ
ト
独
特
の
装
飾
意
匠
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
当
時
の
モ
ダ
ン
な
「
大
き
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
と
も
伝
統
的
日
本
建
築
と
も
違
う
、
特
別
の
意
匠
を
湛
え
て
い
た
。
（
図
4～
7参
照
）
高
梨
由
太
郎
は
写
真
集
『
帝
国
ホ
テ
ル
（
注
）』
の
扉
に
掲
げ
た
文
章
で
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
建
築
意
匠
は
従
来
の
冷
た
い
感
じ
の
す
る
大
理
石
を
避
け
大
谷
石
を
巧
み
に
使
つ
た
思
ひ
切
り
風
変
り
な
設
計
で
あ
る
。
其
丁
度
鳥
が
翼
を
拡
げ
た
や
う
な
構
造
で
あ
る
所
の
立
体
の
新
形
式
と
、
驚
く
べ
き
近
代
的
手
法
の
清
新
な
は
た
ら
き
と
、
伝
統
を
破
つ
た
材
料
の
新
用
法
と
、
そ
れ
等
か
ら
胚
胎
す
る
奇
抜
な
空
気
と
、
複
雑
な
陰
影
を
持
つ
大
胆
な
変
化
と
は
、
此
建
築
の
全
体
を
通
じ
た
著
し
い
象
徴
で
、
曽
根
博
士
の
如
き
は
立
体
美
術
建
築
の
東
洋
の
教
科
書
だ
と
賞
め
た
さ
う
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
が
建
築
の
主
材
料
に
大
谷
石
（
注
）を
用
い
た
の
は
、
軽
く
、
装
飾
デ
ザ
イ
ン
の
細
工
が
容
易
で
あ
る
た
め
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
大
谷
石
と
、
瓦
の
表
面
に
筋
を
つ
け
た
ス
ダ
レ
瓦
（
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
）
が
、
建
物
の
装
飾
を
担
う
建
材
と
し
て
ラ
イ
ト
館
に
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。
「
幾
何
学
形
象
に
示
し
た
人
並
外
れ
た
超
想
像
力
（
注
）」
を
も
っ
て
石
に
施
さ
れ
、
組
み
合
わ
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
、
外
壁
に
も
内
装
に
も
幾
重
に
も
連
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
明
石
信
道
氏
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
三
次
元
的
の
場
合
で
も
二
次
元
的
の
場
合
で
も
、
装
飾
に
関
す
る
造
形
及
家
具
や
照
明
器
具
は
幾
何
図
形
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
全
く
独
創
の
も
の
で
あ
っ
た
。
蛇
腹
水
平
帯
幾
何
学
的
パ
タ
ー
ン
バ
ル
コ
ニ
ー
透
し
の
ル
ー
バ
ー
と
大
小
各
種
の
建
築
要
素
の
組
合
せ
が
、
不
連
続
的
連
続
の
形
式
で
連
続
し
た
調
和
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ト
の
帝
国
ホ
テ
ル
旧
館
（
引
用
者
注
ラ
イ
ト
館
）
に
表
現
を
示
さ
れ
た
造
形
的
デ
ザ
イ
ン
は
、
殆
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
一
見
不
調
和
の
調
和
を
想
わ
せ
る
連
続
性
が
、
特
徴
に
な
っ
て
い
た
（
注
）。
こ
の
装
飾
意
匠
は
、
当
時
都
市
的
な
装
飾
と
し
て
世
界
中
で
流
行
し
て
い
た
ア
ー
ル

デ
コ
様
式
が
好
ん
で
用
い
た
、
幾
何
学
図
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
記
号
的
表
現
に
一
見
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
原
色
を
多
用
す
る
特
徴
の
あ
る
ア
ー
ル
デ
コ
に
比
べ
、
ラ
イ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
極
彩
色
を
用
い
ず
、
そ
れ
が
「
複
雑
な
陰
影
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
「
ラ
イ
ト
自
身
は
彼
の
「
有
機
的
」
諸
装
飾
を
、
そ
れ
自
体
文
脈
を
も
つ
も
の
と
考
え
て
（
注
）」
お
り
、
つ
ま
り
こ
れ
は
単
な
る
装
飾
で
は
な
く
、
確
固
た
る
美
意
識
の
下
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
四
、
忌
避
さ
れ
る
ラ
イ
ト
館
的
意
匠
「
歯
車
」
の
「
一
レ
エ
ン
コ
オ
ト
」
に
お
い
て
、「
僕
」
は
「
省
線
電
車
の
或
停
車
場
」
か
ら
徒
歩
で
「
或
ホ
テ
ル
」
に
向
か
う
。
「
或
ホ
テ
ル
」
に
着
く
ま
で
の
間
、
視
野
の
内
に
「
絶
え
ず
ま
は
つ
て
ゐ
る
半
透
明
の
歯
車
」
を
認
め
る
が
、
そ
の
前
後
の
描
写
に
注
目
し
た
い
。
往
来
の
両
側
に
立
つ
て
ゐ
る
の
は
大
抵
大
き
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
だ
つ
た
。
（
前
）
僕
は
右
側
の
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
次
第
に
消
え
て
し
ま
ふ
の
を
見
な
が
ら
、
せ
つ
せ
と
往
来
を
歩
い
て
行
つ
た
。
（
後
）
（14）
こ
の
直
後
に
「
僕
」
は
「
ホ
テ
ル
の
玄
関
」
に
入
る
が
、
ホ
テ
ル
の
建
物
の
内
外
観
に
つ
い
て
の
描
写
は
一
切
な
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
読
者
は
そ
の
前
の
「
大
き
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
「
或
ホ
テ
ル
」
を
と
ら
え
る
よ
う
に
な
る
。
巧
妙
な
仕
掛
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
実
際
の
帝
国
ホ
テ
ル
は
、
日
本
建
築
の
要
素
を
含
む
、
低
層
の
、
重
層
す
る
寄
棟
屋
根
と
多
く
の
庭
を
も
つ
建
築
で
あ
り
（
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
に
は
大
き
な
池
も
配
さ
れ
て
い
た
）、「
大
き
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
後
の
記
述
で
読
者
に
そ
こ
が
帝
国
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
な
が
ら
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ラ
イ
ト
館
ら
し
さ
を
描
写
し
な
い
こ
と
で
、
「
或
ホ
テ
ル
」
は
あ
の
特
別
な
帝
国
ホ
テ
ル
で
は
な
い
も
う
一
つ
の
像
、
モ
ダ
ン
な
「
大
き
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
で
あ
る
こ
と
を
上
書
き
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
玄
関
に
入
っ
た
「
僕
」
は
、
続
い
て
目
的
で
あ
る
「
結
婚
披
露
式
」
に
出
席
す
る
。
そ
れ
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
大
食
堂
ま
た
は
宴
会
場
に
も
、
そ
の
後
に
落
ち
着
い
た
「
僕
の
部
屋
」
に
も
、「
廊
下
」
に
も
「
ロ
ツ
ビ
イ
」
に
も
、
ラ
イ
ト
の
特
色
あ
る
幾
何
学
的
装
飾
意
匠
は
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
芥
川
は
ま
る
で
忌
避
す
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
唯
一
の
例
外
は
、
「
僕
」
の
客
室
の
窓
が
「
凝
灰
岩
を
四
角
に
組
ん
だ
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
僕
は
給
仕
の
退
い
た
後
、
牛
乳
を
入
れ
な
い
珈
琲
を
飲
み
、
前
の
小
説
を
仕
上
げ
に
か
か
つ
た
。
凝
灰
岩
を
四
角
に
組
ん
だ
窓
は
雪
の
あ
る
庭
に
向
つ
て
ゐ
た
。
（「
二
復
讐
」）
四
角
に
凝
灰
岩
を
組
ん
だ
窓
は
枯
芝
や
池
を
覗
か
せ
て
ゐ
た
。
（「
四
ま
だ
？
」）
凝
灰
岩
の
窓
の
外
は
い
つ
か
冷
え
び
え
と
明
け
か
か
つ
て
ゐ
た
。
（「
五
赤
光
」）
凝
灰
岩
、
す
な
わ
ち
大
谷
石
の
窓
は
珍
し
く
、
知
る
者
に
た
ち
ま
ち
帝
国
ホ
テ
ル
を
想
起
さ
せ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
芥
川
は
窓
の
材
質
の
み
を
示
し
、
そ
こ
に
施
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
連
続
す
る
装
飾
（
図
8参
照
）
に
は
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
窓
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
都
会
的
な
装
飾
に
満
ち
た
も
の
か
ら
、
気
泡
の
多
い
ざ
ら
つ
い
た
肌
を
も
つ
、
素
朴
な
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
「
僕
」
は
、
こ
の
凝
灰
岩
の
窓
を
通
し
て
幾
度
も
「
庭
」
を
眺
め
る
。
ラ
イ
ト
館
の
配
置
図
を
確
認
す
れ
ば
、
客
室
の
半
数
は
い
ず
れ
か
の
中
庭
に
面
し
て
お
り
、
芥
川
が
幾
回
か
の
滞
在
中
に
、
実
際
に
部
屋
の
窓
か
ら
こ
れ
ら
の
庭
を
眺
め
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
四
角
に
凝
灰
岩
を
組
ん
だ
窓
は
枯
芝
や
池
を
覗
か
せ
て
ゐ
た
。
僕
は
こ
の
庭
を
眺
め
な
が
ら
、
遠
い
松
林
の
中
に
焼
い
た
何
冊
か
の
ノ
オ
ト
ブ
ツ
ク
や
未
完
成
の
戯
曲
を
思
ひ
出
し
た
。
（「
四
ま
だ
？
」）
凝
灰
岩
の
窓
の
外
は
い
つ
か
冷
え
び
え
と
明
け
か
か
つ
て
ゐ
た
。
僕
は
丁
度
戸
の
前
に
佇
み
、
誰
も
ゐ
な
い
部
屋
の
中
を
眺
め
ま
は
し
た
。
す
る
と
向
う
の
窓
硝
子
は
斑
ら
に
外
気
に
曇
つ
た
上
に
小
さ
い
風
景
を
現
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
黄
ば
ん
だ
松
林
の
向
う
に
海
の
あ
る
風
景
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
僕
は
怯
づ
々
々
窓
の
前
へ
近
づ
き
、
こ
の
風
景
を
造
つ
て
ゐ
る
も
の
は
実
は
庭
の
枯
芝
や
池
だ
つ
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
（「
五
赤
光
」）
「
或
ホ
テ
ル
」
の
「
庭
」
に
「
枯
芝
や
池
」
を
見
る
と
き
、「
僕
」
は
東
京
の
悪
夢
を
逃
れ
、
自
宅
の
あ
る
「
東
海
道
の
或
停
車
場
」
の
「
奥
の
避
暑
地
」
の
寂
し
く
も
平
和
な
「
松
林
」
を
必
ず
想
起
す
る
。
翻
れ
ば
、
窓
の
向
こ
う
に
「
松
林
」
を
見
る
た
め
に
、
窓
枠
の
凝
灰
岩
に
は
ラ
イ
ト
の
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
一
レ
エ
ン
コ
オ
ト
」
に
お
い
て
、「
僕
」
が
「
或
ホ
テ
ル
」
に
着
く
ま
で
の
間
、
「
大
き
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
の
谷
間
を
歩
い
て
い
る
と
き
の
描
写
に
も
注
目
し
た
い
。
僕
は
そ
こ
を
歩
い
て
ゐ
る
う
ち
に
ふ
と
松
林
を
思
ひ
出
し
た
。
の
み
な
ら
ず
僕
の
視
野
の
う
ち
に
妙
な
も
の
を
見
つ
け
出
し
た
。
妙
な
も
の
を
？

と
云
ふ
の
は
絶
え
ず
ま
は
つ
（15）
て
ゐ
る
半
透
明
の
歯
車
だ
つ
た
。
（
中
略
）
歯
車
は
次
第
に
数
を
殖
や
し
、
半
ば
僕
の
視
野
を
塞
い
で
し
ま
ふ
、
が
、
そ
れ
も
長
い
こ
と
で
は
な
い
、
暫
ら
く
の
後
に
は
消
え
失
せ
る
代
り
に
今
度
は
頭
痛
を
感
じ
は
じ
め
る
、

そ
れ
は
い
つ
も
同
じ
こ
と
だ
つ
た
。
「
僕
」
は
そ
こ
に
な
い
二
つ
の
も
の
を
想
起
す
る
。
一
つ
は
「
松
林
」、
も
う
一
つ
は
歯
車
で
あ
る
。
芥
川
自
身
の
実
体
験
に
基
づ
く
こ
の
歯
車
は
、
実
は
幻
視
で
は
な
く
閃
輝
暗
点
と
呼
ば
れ
る
片
頭
痛
の
前
兆
現
象
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
わ
か
っ
て
い
る
（
注
）が
、
印
象
的
な
幻
覚
と
し
て
作
品
の
早
い
時
点
で
登
場
し
、
作
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
緒
に
登
場
し
た
「
松
林
」
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
そ
の
後
何
度
か
現
れ
て
、
そ
の
意
味
を
次
第
に
明
確
に
し
て
い
く
の
に
対
し
（
注
）、
歯車
は
以
降
、
「
僕
」
の
東
京
滞
在
中
に
は
わ
ず
か
に
一
度
だ
け
登
場
す
る
も
「
〇
八
グ
ラ
ム
の
ヴ
ェ
ロ
ナ
ァ
ル
」
で
あ
っ
さ
り
と
封
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
「
或
ホ
テ
ル
」
へ
歩
く
「
僕
」
の
瞼
の
裏
に
「
幾
つ
も
ま
は
つ
て
ゐ
た
」
の
に
、「
ホ
テ
ル
の
玄
関
へ
は
ひ
つ
た
時
に
は
歯
車
も
も
う
消
え
失
せ
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
今
一
度
、
ラ
イ
ト
館
の
玄
関
を
想
起
し
た
い
。
現
実
の
芥
川
が
ラ
イ
ト
館
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、
迎
え
る
の
は
あ
の
ラ
イ
ト
独
特
の
幾
何
学
的
装
飾
の
大
群
で
あ
る
。
「
僕
」
の
目
の
中
で
廻
っ
て
い
た
幾
つ
も
の
歯
車
は
、
実
景
と
し
て
ラ
イ
ト
館
の
壁
に
、
梁
に
、
天
井
に
投
影
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ラ
イ
ト
に
よ
る
華
麗
な
意
匠
は
、
こ
こ
で
ま
た
、
不
吉
な
都
会
の
悪
夢
と
い
う
も
う
一
つ
の
像
を
上
書
き
さ
れ
、
作
中
で
封
じ
ら
れ
て
い
る
。
歯車
が
重
さ
を
纏
っ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、「
僕
」
が
東
京
を
引
き
あ
げ
た
後
で
あ
る
。「
或
避
暑
地
」
の
「
小
み
ち
」
で
、
そ
れ
は
再
び
廻
り
は
じ
め
る
。
そ
こ
へ
半
透
明
な
歯
車
も
一
つ
づ
つ
僕
の
視
野
を
遮
り
出
し
た
。
僕
は
最
後
の
時
の
近
づ
い
た
こ
と
を
恐
れ
な
が
ら
、
頸
す
ぢ
を
ま
つ
直
に
し
て
歩
い
て
行
つ
た
。
歯
車
は
数
の
殖
ゑ
る
の
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
急
に
ま
は
り
は
じ
め
た
。
同
時
に
又
右
の
松
林
は
ひ
つ
そ
り
と
枝
を
か
は
し
た
ま
ま
、
丁
度
細
か
い
切
子
硝
子
を
透
か
し
て
見
る
や
う
に
な
り
は
じ
め
た
。
（「
六
飛
行
機
」）
「
或
ホ
テ
ル
」
で
は
「
四
角
に
凝
灰
岩
を
組
ん
だ
窓
」
を
通
し
て
安
全
に
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
「
松
林
」
の
前
に
、
今
は
「
細
か
い
切
子
硝
子
」
の
幾
何
学
模
様
が
立
ち
は
だ
か
る
。
そ
れ
は
「
実
際
こ
の
避
暑
地
も
亦
「
世
の
中
」
で
あ
る
」
こ
と
の
象
徴
の
よ
う
に
「
僕
」
を
脅
か
す
の
で
あ
る
。
五
、
終
わ
り
に
モ
ダ
ン
な
「
大
き
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
で
あ
る
「
或
ホ
テ
ル
」
は
、
そ
の
他
の
東
京
の
悪
夢
的
モ
チ
ー
フ
と
同
様
に
「
僕
」
を
脅
か
す
存
在
で
あ
る
。
「
僕
」
は
部
屋
で
も
「
廊
下
」
で
も
「
ロ
ツ
ビ
イ
」
で
も
安
住
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
唯
一
、「
凝
灰
岩
を
四
角
に
組
ん
だ
」
野
趣
に
満
ち
た
素
朴
な
窓
と
、
そ
の
外
に
見
え
る
庭
だ
け
は
、「
僕
」
に
寂
し
い
安
ら
ぎ
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
芥
川
の
組
み
上
げ
た
「
歯
車
」
の
な
か
の
「
或
ホ
テ
ル
」
と
い
う
空
間
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
見
取
り
図
の
下
に
は
、
読
者
の
よ
く
知
る
作
家
芥
川
本
人
が
滞
在
す
る
、
あ
の
有
名
な
比
類
な
き
帝
国
ホ
テ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
読
者
に
十
分
ト
レ
ー
ス
で
き
る
よ
う
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
実
在
の
ラ
イ
ト
館
の
意
匠
は
、
読
者
の
胸
中
の
「
或
ホ
テ
ル
」
の
空
間
を
増
幅
し
、
多
層
化
し
て
、
作
品
に
奥
行
き
を
与
え
て
ゆ
く
。
そ
こ
に
は
、
作
家
芥
川
の
し
た
た
か
な
「
物
語
の
構
築
」
の
手
技
が
見
え
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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注1
初
出
「
一
レ
エ
ン
コ
オ
ト
」
の
み
「
大
調
和
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
号
に
発
表
（
題
名
「
歯
車
」）、
の
ち
「
一
レ
エ
ン
コ
オ
ト
」
を
含
む
全
文
が
「
歯
車
」
と
し
て
「
文
藝
春
秋
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
〇
月
号
（
五
年
一
〇
号
）
に
掲
載
。
『
芥
川
龍
之
介
集
』（
改
造
社
現
代
日
本
文
学
全
集
30
一
九
二
八
一
九
）、『
西
方
の
人
』（
岩
波
書
店
一
九
二
九
一
二
二
〇
）
に
収
録
。
2
の
ち
『
広
津
和
郎
全
集
第
九
集
』（
中
央
公
論
社
一
九
七
四
八
）
に
所
収
。
3
「
歯
車
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
数
多
岐
に
わ
た
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
。
平
成
一
二
年
頃
ま
で
の
研
究
動
向
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
松
本
常
彦
「
歯
車
」（
関
口
安
義
庄
司
達
也
編
『
芥
川
龍
之
介
全
作
品
事
典
』
勉
誠
出
版
二
〇
〇
〇
六
一
）
が
あ
る
。
ま
た
作
品
の
精
緻
な
注
釈
と
し
て
三
嶋
譲
福
岡
大
学
日
本
文
学
専
攻
院
生
の
会
『「
歯
車
」
の
迷
宮
注
釈
と
考
察
』（
花
書
院
二
〇
〇
九
一
二

二
二
、
初
出
「
芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」
注
釈
（
1）～（
5）
」
「
福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学
」
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
九
）
が
あ
る
。
4
實
重
彦
「
接
続
詞
的
世
界
の
破
綻
芥
川
龍
之
介
『
歯
車
』
を
読
む
説
話
論
の
視
点
か
ら
」（「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
一
九
八
五
五
）
5
作
中
に
「
或
ホ
テ
ル
」
の
構
造
や
内
装
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
客
室
の
窓
に
つ
い
て
の
み
「
凝
灰
岩
を
四
角
に
組
ん
だ
窓
」
「
四
角
に
凝
灰
岩
を
組
ん
だ
窓
」「
凝
灰
岩
の
窓
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
四
章
で
詳
述
。
6
前
田
愛
「
芥
川
と
浅
草
都
市
空
間
論
の
視
点
か
ら
」（『
前
田
愛
著
作
集
第
五
巻
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』
筑
摩
書
房
一
九
八
九
七
三
〇
）
7
神
田
由
美
子
「
「
歯
車
」
の
銀
座
」
（
『
芥
川
龍
之
介
と
江
戸
東
京
』
双
文
社
出
版
二
〇
〇
四
五
二
〇
）
8
宮
坂
覺
「
年
譜
」（『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
十
四
巻
』
岩
波
書
店
一
九
九
八
三
二
七
）
に
よ
る
。
9
今
和
次
郎
編
『
新
版
大
東
京
案
内
』
（
中
央
公
論
社
一
九
二
九
、
復
刻
版
批
評
社
一
九
八
六
六
二
五
）
10
帝
国
ホ
テ
ル
に
関
す
る
歴
史
や
ラ
イ
ト
館
建
築
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
注
を
付
し
た
も
の
以
外
は
す
べ
て
『
帝
国
ホ
テ
ル
百
年
史
』
（
帝
国
ホ
テ
ル
一
九
九
〇
一
一

三
）
お
よ
び
『
帝
国
ホ
テ
ル
の
120年
』（
帝
国
ホ
テ
ル
二
〇
一
〇
一
二
）
に
よ
る
。
11
ラ
イ
ト
館
は
老
朽
化
の
た
め
一
九
六
七
年
に
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
財
団
法
人
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
）
が
正
面
玄
関
部
分
の
移
築
保
存
を
決
定
し
、
一
九
八
五
年
に
同
博
物
館
内
に
再
建
、
「
明
治
村
帝
国
ホ
テ
ル
中
央
玄
関
」
と
し
て
二
〇
〇
四
年
、
登
録
有
形
文
化
財
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
。
12
「
ラ
イ
ト
館
美
と
現
実
の
相
克
」（『
帝
国
ホ
テ
ル
の
120年
』
帝
国
ホ
テ
ル
二
〇
一
〇

一
二
）
13
ケ
ヴ
ィ
ン
ニ
ュ
ー
ト
著
大
木
順
子
訳
『
フ
ラ
ン
ク
ロ
イ
ド
ラ
イ
ト
と
日
本
文
化
』
（
鹿
島
出
版
会
一
九
九
七
九
二
〇
）
14
フ
ラ
ン
ク
ロ
イ
ド
ラ
イ
ト
『
IN
T
H
E
C
A
U
S
E
O
F
A
R
C
H
IT
E
C
T
U
R
E
,
T
h
e
W
estern
A
rch
itect』
一
九
二
三
。
『
帝
国
ホ
テ
ル
の
120年
』
（
帝
国
ホ
テ
ル
二
〇
一
〇
一
二
）
よ
り
転
載
。
15
高
梨
由
太
郎
『
帝
国
ホ
テ
ル
』（
洪
洋
社
一
九
二
三
五
二
〇
）、
山
本
亮
介
編
和
田
博
文
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
61巻
旅
行
鉄
道
ホ
テ
ル
』
（
ゆ
ま
に
書
房
二
〇
一
〇
一
二
二
五
）
に
所
収
。
な
お
文
中
の
「
曽
根
博
士
」
は
、
建
築
家
曾
禰
達
蔵
か
。
16
大
谷
石
は
軽
石
凝
灰
岩
の
一
種
で
、
耐
火
性
に
優
れ
柔
ら
か
く
加
工
が
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
石
材
と
し
て
門
扉
、
倉
庫
、
外
壁
、
土
台
等
に
用
い
ら
れ
る
一
方
、
一
般
に
建
築
主
材
と
し
て
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
。
栃
木
県
宇
都
宮
市
北
西
部
の
大
谷
町
一
帯
で
採
掘
。
17
明
石
信
道
『
旧
帝
国
ホ
テ
ル
の
実
證
的
研
究
』
（
東
光
堂
書
店
一
九
七
二
九
七
明
石
信
道
村
井
修
『
フ
ラ
ン
ク
ロ
イ
ド
ラ
イ
ト
の
帝
国
ホ
テ
ル
』
建
築
資
料
研
究
社
二
〇
〇
四
三
二
五
に
収
録
）
18
昭
和
二
年
三
月
二
八
日
付
齋
藤
茂
吉
宛
芥
川
書
簡
に
「
こ
の
頃
又
半
透
明
な
る
歯
車
あ
ま
た
右
の
目
の
視
野
に
廻
転
す
る
事
あ
り
」
と
あ
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
「
閃
輝
暗
点
」
に
つ
い
て
は
浅
野
洋
「
注
解
」
（
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
十
五
巻
』
岩
波
書
（17）
店
一
九
九
七
一
八
）
に
よ
る
。
19
石
崎
等
「
松
林
の
あ
る
風
景
」（『
国
語
通
信
別
冊
現
代
国
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ
』
一
九
八
五
五
二
〇
）
等
に
論
究
が
あ
る
。
○
芥
川
龍
之
介
作
品
お
よ
び
書
簡
の
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
十
五
巻
』
（
岩
波
書
店
一
九
九
七
一
八
）
お
よ
び
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
十
巻
』
（
岩
波
書
店
一
九
九
七

八
八
）
に
よ
っ
た
。
そ
の
他
の
引
用
も
含
め
、
引
用
文
中
の
ル
ビ
は
省
略
し
、
書
体
は
適
宜
新
字
に
改
め
た
。
（18）
図2 正面全景 この正面は日比谷公園に向かい合っていた。
図3 中央部屋上から見下ろした右翼の中庭
芝生や松が見える。
図4 正面中央部入口
上方がほぼ北，中央玄関は西向き。池に面した玄関ロ
ビーを抜けて東に向かい，直線状に大食堂，演芸場，
大宴会場が場所と層を違えて配置され，南北に置かれ
た細長い客室棟との間に中庭2つ，サンクンガーデン
2つを有していた。
＊図1～8 高梨由太郎編『帝国ホテル』（洪洋社 1923520）
より
図1 帝国ホテル（ライト館） 1階平面図
（
ひ
ら
の
あ
き
こ
初
等
教
育
学
科
准
教
授
近
代
文
化
研
究
所
所
員
准
教
授
）
（19）
図5 正面中央部玄関広間の一部図6 中央大食堂 柱部分の意匠
図7 遊歩廊の意匠図8 右翼中庭面の一部
